
 

 

 

 

 

Ti-TD-split 

ｐｏｐＬＡによるＴｉ－ＴＤ－ｓｐｌｉｔ（０１３）＜１００＞の解析 

参考として、ＬａｂｏＴｅｘ，ＴｅｘＴｏｏｌｓ，ＭＴＥＸ，ＡＴＥＸ結果も重ねる。 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

    ２０１９年０１月３０日 

    ＨｅｌｐｅｒＴｅｘ Ｏｆｆｉｃｅ 

 

 

 

 

      不明な点は問い合わせください。 



概要 

 ＭＴＥＸによるマグネシュウムのＴＤ－ｓｐｌｉｔの解析を行った。 

   比較のためにｐｏｐＬＡも扱ったがマグネシュウムのＷＩＮファイルが存在しないため、 

   ｐｏｐＬＡのＷＩＭＶ解析が出来なかった。 

   今回、半価幅２０ｄｅｇ、ＶＦ１０％の極点図からＨｅｒｍｏｎｉｃ解析とＷＩＭＶ解析の比較を行う。 

 

入力データ 

  

ｐｏｐＬＡで解析したＯＤＦ図の解析 

  

 ｐｏｐＬＡではＨｅｘａｇｏｎａｌはＡ－Ｔｙｐｅで計算される。 



ｐｏｐＬＡのＨｅｒｍｏｎｉｃで解析されたＯＤＦ図 

  

 で読み込み 

  

  

  

 

 



Ｈｅｒｍｏｎｉｃ解析結果（Ａ－Ｔｙｐｅ）をＢ－Ｔｙｐｅで表示 

 

 

ＷＩＭＶ解析結果（Ａ－Ｔｙｐｅ）をＢ－Ｔｙｐｅで表示 

 

Ｈｅｒｍｏｎｉｃ－ＷＩＭＶ結晶方位密度比較 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 



ＬａｂｏＴｅｘ(Ｂ－Ｔｙｐｅにファイル作成) 

 

ＴｅｘＴｏｏｌｓ（Ａ－ＴｙｐｅをＢ－Ｔｙｐｅで読み込み） 

  

 

 



ＭＴＥＸ（Ｂ－Ｔｙｐｅで計算される） 

  

ＡＴＥＸ（Ｂ－Ｔｙｐｅで計算される） 

  



各ＯＤＦのｈｋｌｕｖｗｌｉｓｔの多重書き 

 

 

 

 

 

 

 

 



ｐｏｐＬＡソフトウエアとＣＴＲ 

 ＣＴＲでは、ｐｏｐＬＡ入力データを作成し、 

ｐｏｐＬＡで解析したＯＤＦ図、極点図、逆極点図の解析を行います。 

ｐｏｐＬＡ入力極点図 

  

ｐｏｐＬＡで解析したＯＤＦ図 

  

 



ｐｏｐＬＡで解析した再計算極点図 

  

 

ｐｏｐＬＡで解析した逆極点図 

  


